
平成２５年度採用の新人看護師の集合研修・成長の様子を紹介します 

■救急看護の伝達（9月～10月） 

■医療安全・看護倫理研修（10月15日） 
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８月に集合研修で学んだ内容を、復習し練習して、所属部署の先輩への伝達しました。当日はかなり緊

張しながらも先輩に囲まれ伝達しました。上手に説明できるように自分たちで資料を作成 

看護倫理研修では、“身体の言葉を

受け止める”、という事例を話し合い

ました。医療者側の思いだけではなく、

患者の思いを考え、関わりを大切にし

たい、という感想が多かったです。 
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した新人もいます。先輩からは 

「妊婦の場合はどんなことに気をつ

けなければいけませんか？」と質問

を受け、みんなで考えたり、先輩も参

加して一緒に演習を行う部署もあり

ました。学んだことを人に伝えること

の難しさを体験したと思います。新人

の成長と熱意も十分に伝わったと思

います。 

お疲れ様でした！ 

医療安全研修は「KYTの基礎を理解し、日常の業務に活用できる」を目標に、輸液ポンプの事例をもと

に予測される危険についてみんなで考えました。またSBARでの報告の仕方について学び、必要な情

報を漏れなく伝えることができるよう、部署での強化を図っていきます。 

胸があがってるかなぁ？

指差し呼称、○○ヨシ！

学んだことを 
それぞれの部署で、今後の看
護に活かしてください！ 
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